
神奈川県立藤沢支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。 

審 議 会 等 名 称 令和６年度 藤沢支援学校 第４回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和７年２月 17 日（月曜日） 午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

開 催 場 所 神奈川県立藤沢支援学校 第二被服室 

出席者 
運営協議会委員８名（本校校長を含む） 

事務局教職員８名 

会 議 資 料 
・令和６年度学校評価報告書（校内評価） 

・令和 6 年度学校評価アンケートまとめ 

議事録 

１ 開会 

（１）校長あいさつ 

（２）会長あいさつ 

     

２ 報告 

(１)令和 6 年度学校評価（校内評価）について 

・ 取組状況、校内評価を総括教諭から報告 

(２)地域と協働した取り組みについて 

・ 取組状況、校内評価を総括教諭から報告 

(３)学校評価アンケート結果 

・ 副校長から報告 

 

３ 教育活動視察 

    映像視聴にて、視察に代える。 

 

４ 協議 

・ 令和６年度学校評価（学校関係者評価） 

・ 令和７年度に向けて  

     

意見・質問等 

〇 教育活動・学習指導について 

・  一人一台端末が導入されているが、保護者アンケートによると「よくわか

らない」との回答が多い。 

・ 情報機器を授業で使用していることを、保護者にうまくフィードバックでき

ると、アンケートの「よくわからない」という回答が減っていくのではないか。 

・ 活用状況を保護者に伝えきれていないことが、昨年度からの課題であ

る。学習の様子が保護者に伝わるよう、発信の仕方を工夫していく。 

○ 児童・生徒指導・支援について 

・ 校外学習や校外歩行の機会を使って、通学支援につながる取り組みは

とても良い。校外の活動において、安全な通学等へ学習が繋がっている

ことが見えた。 

・ 段階的な通学支援の手段として、スクールバスを児童生徒の実態に応じ

て活用していることを評価する。 

・ 人権に関する取り組みの評価について、学部によって大きく開きがある。

また、教員の厳しめの回答は、人権意識の高さからくるものなのか、分析

し、対応する必要がある。 

・ 児童生徒の呼称について、関係性や昔ながらの呼称もあるが、学校現場



が人権に関する対応について遅れをとらないよう、意識を高く持って取り

組んでほしい。関係者評価で肯定的な評価９０％以上を持続できるように

したい。 

○ 進路指導・支援について 

・ 進路見学や進路に関する情報について、小学部の保護者の意識をあげ

ていくことが、学校全体の取り組みを進めることに繋がるのではないか。 

・ 自立した生活を整えていくには、子どもが小さい時からの積み重ねも必要

である。しかし、学校がすべてを担えるわけではない。一人ひとりが、将来

の生活に向けたスイッチを入れたタイミングが、情報収集を開始する時期

でもある。保護者にとっては、子どもが言い出すことがスイッチになる。子

どもが自分でスイッチを入れることができるよう、日々の学習を積み重ねて

ほしい。 

・ 進路選択に目が行きがちだが、自分がどんな人なのか、何が好きで、どう

したいのかを自分の言葉で伝えられることが大切である。日々の学習を丁

寧に積み重ねることを継続してほしい。 

○ 地域との協働について 

・ 楽しいことを地域と一緒に行う取り組みができるとよい。楽しいことを通じ

て、繋がりを広げることができるよう、人材、資源を探してみよう。 

・ 地域の行事への展示、参加に感謝する。準備、対応に苦労があると承知

している。お互いの事情を調整しながら、継続できるよう協力願いたい。 

○ 学校管理、学校運営について 

・ 時間外総労働時間が短縮された。３％とは？ 

⇒様々な働き方の職員がいる中、数字というより体感で話すと、18 時 30

分を過ぎると帰宅が進み、19 時以降に残っているのは、１〜２人である。 

・ 業務アシスタント、業務サポーターの活用が進んでいる。 

○ 保護者アンケートから 

・ 「今後に期待すること」の項目、保護者の Best３は変わらない。一方で、

職員は、教育環境の整備（ハード面）から専門性の向上（ソフト面）にシフ

トしている。今後の、専門性の向上に期待する。 

・ ４年周期の１年目として、アンケートの設問を変更している。回答する際の

よりどころとなる設問に整理することにより、評価に変化がみられると考え

る。設問の整理をしてみてはいかがか。 

・ アンケート等からの意見を、次年度の取り組みに反映してほしい。 

 

５ 閉会 

 （１）校長あいさつ 

  ・いただいたご意見を今年度のまとめに反映させるともに、次年度の取り組

みに活かしたい。 

    

次回開催予定日 令和７年６月頃を予定 

 


